
新設予定の奈良県スポーツ施設配置図
県立スポーツ施設の整備について
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② テニスコート
（川西町） P.５～６

③ 球技専用スタジアム
（田原本町） P.７～８

①陸上競技場、アリーナ
（橿原市） P.2～４
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周辺図（①橿原公苑・橿原運動公園）

坊城駅
橿原神宮⻄⼝駅 橿原神宮前駅

奈良県⽴医⼤病院前新駅（仮称）※検討中
畝傍山橿原神宮 事業対象予定地(アリーナ)

事業対象予定地(陸上競技場) 橿原考古学研究所
藤原京跡今井町（歴史的な町並み）

畝傍御陵前
奈良県⽴医科⼤学（予定）慈明寺町・四条町線（整備中）橿原高田JCT 橿原運動公園約１km徒歩12分

約400m、徒歩５分
約500m、徒歩６分

県立スポーツ施設の整備について
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観 客 席 :20,000席（ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ7,000人）
付帯施設：サブトラック、雨天走路、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室

ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ室、記者室、来賓室
事 業 費 ：約100億円（R7） ３

○ 大規模スポーツイベントのみならず、日常使いやすい競技場を設計
○ サブトラックを開放し、日常運動の拠点
＜必要なスペック（日本陸連公認の必要条件で設定）＞
●第１種陸上競技場・・・４００ｍトラック９レーン
・ 観客席 ： １５,000席以上（うちﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ固定席７,000席、他は芝生席等））
・ 附帯施設 ： 雨天走路、大型ビジョン、夜間照明 （1,500ルクス以上）、

用器具庫（２カ所以上、合計５００㎡）、医務室、ドーピング検査室、 ウェイトトレーニング室、 VIPルーム、
浴場またはシャワー室（男女各2カ所以上）、更衣室（３００人以上）、記者席 等

●第３種陸上競技場（サブトラック）・・・４００ｍトラック８レーン
・ 観客席 ： 固定席なし（観覧スペース相当程度）
・ 付帯施設 ： 夜間照明（基準なし）、用具倉庫

※日本陸連公認要件の必要条件で設定

①－１ 陸上競技場 機能・規模

先催県の事例

観 客 席 :15,000席（ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ7,000人）
付帯施設：サブトラック、管理諸室、器具庫、

室内走行路、ｳｴｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室
事 業 費 ：約100億円（R4）

観 客 席 :15,000席（ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ7,000人）
付帯施設：サブトラック、医科学ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室
競技用車椅子等保管場所、ｼｬﾜｰ室

事 業 費 ：約1５０億円（R6）

彦根総合運動公園 陸上競技場（新設）【R7年滋賀県国体】 宮崎県新陸上競技場（新設）【R9年宮崎県国体】 長野県松本平広域公園 陸上競技場（新設）【R１０年長野県国体】

（イメージ）

県立スポーツ施設の整備について
＜整備イメージ＞


